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本
市
の
観
光
行
政
の
①
現
状
と
、
②
課

題
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
①
本
市
の
最
大
の
魅
力
は
湧
水
で
あ

り
、
特
に
今
年
は
鯉
の
泳
ぐ
ま
ち
周
辺
の
充

実
を
図
る
た
め
に
整
備
し
た
清
流
亭
に
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。
一
方
、
駐
車
場

の
不
足
を
指
摘
す
る
意
見
や
、
土
産
品
の
購

入
や
食
事
が
で
き
る
店
舗
が
点
在
し
て
お

り
、
不
便
等
の
意
見
が
あ
る
た
め
、
新
鮮
な

農
水
産
物
や
特
産
品
な
ど
を
幅
広
く
取
り
扱

う
施
設
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
に
消
費

が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
②
施
設
の

整
備
、
運
営
に
は
、
地
元
企
業
の
協
力
が
必

要
不
可
欠
な
た
め
、
今
後
、
民
間
の
力
を
最

大
限
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
た

い
。

　
　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
の
中

に
は
民
泊
の
計
画
も
あ
る
が
、
本
市
の
宿
泊

施
設
の
現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
本
市
に
は
旅
館
と
ホ
テ
ル
が
約
二
十
施

設
あ
り
、
約
千
六
百
人
の
受
け
入
れ
が
で
き

る
が
、
春
、
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
は
満
杯

と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
は
民
泊
の
検
討

も
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　 

観
光
行
政
に
携
わ
る
職
員
は
イ
ベ
ン
ト

等
に
追
わ
れ
て
い
る
。
市
は
イ
ベ
ン
ト
を
す

る
の
が
仕
事
で
は
な
く
、
観
光
協
会
や
観
光

連
盟
等
の
団
体
と
の
連
携
が
重
要
な
役
割
だ

と
思
う
。
各
種
団
体
と
島
原
市
の
観
光
振
興

の
あ
り
方
に
対
す
る
会
議
は
し
て
い
る
の

か
。

　
　
観
光
振
興
に
つ
い
て
、
各
種
団
体
と
の

会
議
は
開
催
し
て
い
な
い
。
毎
年
の
イ
ベ
ン

ト
に
追
わ
れ
る
だ
け
の
観
光
部
署
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
痛
感
し
て
お
り
、
緊
急
に
観
光

協
会
等
と
今
後
の
観
光
の
あ
り
方
の
協
議
を

す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　
　
公
用
車
の
法
定
点
検
の
実
態
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
市
の
公
用
車
が
百
四
十
七
台
あ
る
が
、

法
定
点
検
を
実
施
し
た
車
両
は
二
十
六
台
と

確
認
し
て
お
り
、
法
定
点
検
の
予
算
を
計
上

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　
　
運
転
前
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
ど

の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　
　
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
各
課
に
備

え
つ
け
、
公
用
車
を
運
転
す
る
職
員
は
運
転

前
に
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
上
司
に
報
告
し
、
安
全
を
確
認
し
た

上
で
運
転
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
　
◇
奨
学
金
に
つ
い
て

　
　
◇
島
原
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
ふ
る

　
　 

さ
と
旅
行
券
に
つ
い
て

QQ AA

QQQ AAA

議員

島
原
市
に
お
け
る
観
光
振
興

の
あ
り
方
に
つ
い
て

戦
争
を
さ
せ
な
い
町
内
会
・

自
治
会

条
例
と
要
綱
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て

交
通
指
導
員
へ
の
制
服
の

貸
与
に
つ
い
て

教
職
員
用
の
指
導
書
と
土
曜

日
の
授
業
再
開
に
つ
い
て

平成会

濱﨑　清志

　
　
島
原
市
国
民
保
護
計
画
で
は
町
内
会
・

自
治
会
の
役
割
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
協
力
要
請
の
規
定
は
定
め
て
い
る
が
、

具
体
的
な
役
割
等
の
規
定
は
な
い
。
　

　
　
①
第
二
次
世
界
大
戦
の
時
代
と
②
現
在

で
は
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
。

　
　
①
戦
時
中
の
町
内
会
・
自
治
会
は
、
法

律
が
定
め
る
行
政
の
末
端
組
織
で
あ
り
、
会

長
は
市
町
村
長
が
選
任
し
て
い
た
。
②
現
在

は
、
住
民
の
任
意
組
織
で
あ
り
、
行
政
の
下

部
組
織
で
は
な
い
。

　
　
第
二
次
世
界
大
戦
時
代
の
町
内
会
・
自

治
会
は
廃
止
さ
れ
た
の
か
。

　
　
終
戦
と
と
も
に
町
内
会
長
は
、
公
職
を

追
放
さ
れ
、
町
内
会
･
自
治
会
は
、
法
的
に

廃
止
、
解
散
し
た
。

　
　
募
金
や
寄
附
金
を
会
費
に
上
乗
せ
し
て

徴
収
で
き
な
い
。

　
　
住
民
が
任
意
で
行
う
の
が
本
来
の
形
だ

が
、
現
在
は
町
内
会
・
自
治
会
を
通
じ
て
募

金
を
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　
町
内
会
・
自
治
会
の
運
営
財
源
は
何

か
。
ま
た
加
入
や
退
会
に
つ
い
て
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
財
源
は
、
会
員
等
の
会
費
で
運
営
す
る

の
が
基
本
原
則
で
あ
る
。
ま
た
、
加
入
や
退

会
は
、
自
由
意
思
で
で
き
る
。

　
　
要
綱
は
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
条
例
は
国
が
制
定
す
る
法
律
と
な
ら
ぶ

も
の
で
、
要
綱
は
申
請
者
等
に
対
し
協
力
を

求
め
る
行
政
指
導
的
性
質
を
持
つ
。

　
　
制
服
の
貸
与
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
新
規
の
委
嘱
時
に
、
夏
服
と
冬
服
一
式

を
貸
与
し
、破
損
等
の
場
合
再
度
貸
与
す
る
。

　
　
教
職
員
用
の
指
導
書
は
ど
の
よ
う
に
選

定
さ
れ
る
の
か
。

　
　
規
約
に
基
づ
い
て
教
科
書
が
採
択
さ
れ
、

そ
の
教
科
書
会
社
の
指
導
書
を
採
用
す
る
。

　
　
土
曜
日
の
授
業
再
開
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
校
長
会
と
と
も
に
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

QQ AQQ AAA
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議員

町
内
会
・
自
治
会
は
、
募
金

や
寄
附
金
を
会
費
に
上
乗
せ

し
て
徴
収
で
き
な
い

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

チームⅠ

中川　忠則
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